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9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。) 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 
     だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 
       は記載しないこと。 

本研究課題では、従来のGAL4/UAS アクティベーションタギング系に改良を加えて第２世代型を作製する

。昨年度までに新しいタギング系の作製に必要な３種類の植物形質転換用コンストラクト（①35S-GVG, ②

HSP-Ac,③DsUASタギングベクター）を作製した。①と②は野生型シロイヌナズナ植物に導入し、それぞれ

形質転換ラインを確立している。今年度はこれらの２種類のラインを交配し、35S-GVGとHSP-Acをともに

ホモにもつシロイヌナズナ植物を樹立した。これをアクティベーションタギングのホスト植物とすること

とし、さらに世代を回して種を増やした。次に、実際にアクティベーションタギングラインの作製をおこ

なった。上記のホスト植物に、DsUASタギングベクターをfloral dip法により導入した。得られた種子を

Basta耐性により選抜することで、形質転換植物ラインを得た。形質転換効率は約1%と見積もられ、目標

とする1000個体のスターターラインは、約20個体のホスト植物を形質転換することで容易に得られること

を確認した。今後、実際に熱ショックによりAcトランスポゾンの発現が活性化され、導入されたDsがゲノ

ム上を転移することを確認する必要がある。これまでの成果により、第２世代型GAL4/UASアクティベーシ

ョンタギング系の基礎となる技術を確立することが出来たので、今後はこれを利用して、新規な変異体の

スクリーニングをおこなうことが出来る。                             

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 


